第948回生物科学セミナー
（第369回 Zoological Conference）
日時：　4月10日（水）　16:40-18:10
演者：　國枝　武和　助教（細胞生理化学研究室）
演題:　極限環境に耐える動物クマムシ
　クマムシは、分類上独自の緩歩動物門を形成し、極限的な環境耐性をもつことで知られる微小動物である。陸生クマムシの多くは乾燥に曝されると脱水してほぼ完全に代謝を停止した【乾眠】と呼ばれる状態に移行する。乾眠状態では超高温・超低温・超高圧・真空・放射線などに耐性を示し、これらのストレス曝露後も給水により速やかに生命活動を再開する。こうした能力は200年以上前から知られていたにも関わらず、その分子メカニズムはほとんど不明のままである。

　クマムシは、乾燥時のトレハロース蓄積量や乾眠移行に必要な時間などの違いから、他の乾燥耐性動物と異なる独自の耐性機構を持つと考えられる。我々はクマムシの持つ耐性能力の分子基盤の解明を目的に、近年効率的な培養が可能になったヨコヅナクマムシを用いてゲノム配列の解読を行った。これまでに、胚・成体・乾燥前後など種々のトランスクリプトーム解析の結果をもとに計算機による遺伝子予測を組み合わせて約20000個の高精度な遺伝子モデルを構築した。こうした配列データベースを利用し、耐性に関わる候補タンパク質の探索を進めた結果、クマムシ固有のタンパク質群が乾眠能力や極限環境耐性に寄与する良い候補と考えられるようになった。本セミナーではクマムシについての概説のほか、ゲノムデータの利用などによって明らかになったクマムシ固有の新しいタンパク質群について紹介したい。
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